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xPAC3 年周期化問題と APAC10 について

黒川 眞一

Initiative of making all Particle Accelerator Conference
to be held every third year and APAC 10

Shin-ichi KUROKAWA

Abstract

Present situation of discussion among PAC, EPAC and APAC to make PAC, EPAC, and APAC to be held every
third year to have only one of them be held in a year, and rotate the venue of these Particle Accelerator Conferences
among three regions is presented. At present PAC and EPAC are held every second year: PAC in odd year and EPAC
in even year. Three APACs that have ever been held were obliged to compete with either PAC or EPAC. Since EPAC
has already decided to move to three-year cycle, APAC10 will become the only Particle Accelerator Conference in the
year 2010. Being freed from competition with other PACs, APAC10 to be held in Kyoto in May 2010 will be the ˆrst
APAC that is equivalent to PAC and EPAC in its size and scope.

. PAC，EPAC と APAC

現在，世界には，加速器の全領域をカバーする加速

器コンファレンスが，北米，ヨーロッパ，およびアジ

アのリージョナル加速器コンファレンスとして開催さ

れている．すなわち，北米の Particle Accelerator
Conference (PAC），ヨーロッパの European Particle
Accelerator Conference (EPAC），そして，アジアの

Asian Particle Accelerator Conference (APAC)の三

つの加速器会議である．この三つの加速器会議を総称

して，ここでは，xPAC ということにする．

北米の PAC は，三つの加速器コンファレンスの中

で，最初に始まったものであり，アメリカ物理学会

（APS）の Division of Physics of Beams と IEEE の主

催により，1965 年から 2 年毎に奇数年に開催されて

きた．2007 年 6 月に New Mexico 州の Albuquerque
で開催される PAC07 は，第 21 回の PAC となる．一

方 EPAC は，ヨーロッパ物理学会（EPS）の Ac-
celerator Group (EPSAG)の主催のもとに 1988 年

から，PAC と同じく，2 年ごとに偶数年に開催され

ている．2008 年 6 月にイタリアの Genova で開催さ

れる EPAC08 は第 11 回目の EPAC となる．PAC は

偶数年に，EPAC は奇数年に開かれることにより，

PAC と EPAC の衝突は回避されてきた．近年の加速

器科学の活性化と広がりを反映し，最近開かれた

PAC と EPAC の参加者と論文数は 1000 を超してい

る．

アジアの加速器会議である APAC は，Asian Com-
mittee for Future Accelerators (ACFA)の主催のもと

に，1998 年から 3 年ごとに開催されている．第 1 回

が 1998 年につくばで開かれた後，第 2 回が 2001 年

に北京で，第 3 回が 2004 年に韓国の慶州で開かれ

た．第 4 回になる APAC07 は，2007 年 1 月 29 日か

ら 2 月 2 日にかけて，インドのインドールにて開催

される．APAC は 3 年ごとに開かれるため，APAC
の開催年に，PAC または EPAC のどちらかが開催さ

れることになる．このため，欧米からの APAC への

参加者が少なく，また，現時点では，開催国以外のア

ジア諸国からの参加者も限られており，これまでの 3
回の APAC の参加者数は 300400 人に留まってきた．

. xPAC の年周期化問題

2 年前に，すべての xPAC を 3 年周期とし，毎年 1
つの xPAC が，各リージョンを回り持ちながら開催

されるようにしたいという提案がEPACからだされ

た[注 1]．

EPAC からの提案の根拠は以下の 4 点である．

 現在の PAC と EPAC の開催地域外からの寄与は
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1/3 から 40 にのぼる．PAC と EPAC はリージ

ョン内のコンファレンスではなく，国際的なコンフ

ァレンスである[注 2]．

 アジアにおける加速器科学の急速な発展にともな

い，2010 年代には APAC が PAC と EPAC に，参

加者数および内容において匹敵するようになる．こ

のため，APAC を PAC または EPAC と競合しな

いようにするべきである．

 3 つの xPAC が対等な PAC となることにより，

開催頻度は，毎年どこかで xPAC が開かれること

で十分である．

 加速器科学の国際化の進展に対応するためには，

3 つの xPAC が緊密に連携する必要があり，いずれ，

IPAC (International PAC)に移行すべきである．3
年周期化は IPAC にいたるための第一歩である．

2006 年 2 月に開催された International Committee
for Future Accelerators (ICFA)においても，この問

題が議論された．3 年周期化を ICFA として支持し，

各 xPAC に検 討を要 請する 手紙が ICFA 議長 の

DESY 所長 Albrecht Wagner 氏から送られた．付録

に Wagner 氏の手紙と，EPAC および APAC からの

応答を示す．

現在までの各 PAC に検討状況は以下のとおりであ

る．

 APACACFA による討議の結果，3 年周期化に

賛成することを決定．この決定をふまえ，付録に

載せた ACFA 議長からの ICFA 議長宛の手紙が送

られた．

 EPACEPAC は 3 年周期化の首唱者である．さ

らに 2006 年 6 月の Edinburgh の EPAC06 中に開

かれた EPAC の組織委員会において，本来ならば

2010 年に開催される予定の EPAC を 2011 年にス

ペインの Valencia で開くことを正式に決定した．

 PAC2006 年 4 月に開かれた PAC07 の組織委

員会において，この問題に関する討議が行われた．

激しい議論の後，3 年周期移行への賛否を問う投票

を行ったところ，結果は賛否同数（1212）であ

った．議長裁定により，さしあたり 3 年周期には

移行しないことを決定した．PAC における 3 年周

期化への主な反対理由は，a) PAC は，外国の国際

会議に出席しにくい engineer と technician に発表

の機会を与える貴重な機会であり，3 年に 1 回の北

米での開催頻度は少なすぎる，および，b)北米外

で開かれる他の PAC に多数の参加者を送るのは難

しい[注 3]，というものである．

PAC が 3 年周期化に同意しなかったために，この

ままでは，2011 年の Valencia の EPAC11 と，New
York の PAC11 が同じ年に開かれることになり，ま

た，2012 年には，PAC, EPAC, APAC のいづれも開

催されない空白の年となってしまう．なお，2007 年

6 月の Albuquerque で PAC07 の間に PAC の組織委

員会が開かれ，再度この問題が議論される予定である．

3 年周期化問題は，Physics Today が興味を持ち，

2006 年 9 月号 に ， 記事 が 載 った こ とを 付 記 す

る[注 4]．この記事には，米国の事情が詳しく書かれて

いるので，本稿の補足として読んでほしい．

なお，今後の xPAC の開催予定は以下のようにな

る．

2007/1 APAC in Indore in India
2007/6 PAC in Albuquerque
2008/6 EPAC in Genova
2009/6 PAC in Vancouver
2010/5 APAC in Kyoto
2011/3 PAC in New York and 2011/9 EPAC in

Valencia
2012 No xPAC will be held

. APAC10

EPAC が 3 年周期に移行したことにより，2010 年

に開かれる APAC10 は，この年の唯一の xPAC とな

ることが決定した．これを受け，2006 年 9 月に葉山

で開かれた ACFA において，2010 年の APAC10 を

5 月 24 日29 日にかけて宝ヶ池の京都国際会館で開

催することを決定した．2010 年の APAC は，この年

の唯一の xPAC であるため，参加者は 800900 名，

また，その内の 1/3 は，北米およびヨーロッパから

の参加者であると予想される．

APAC10 は，APAC が PAC と EPAC に，参加者

数および内容において匹敵することを示す最初の

APAC になるであろう．なお，APAC の組織委員長

は KEK の黒川が，また，プログラム委員長は京都大

学の野田章氏が就任することが内定しており，ACFA
の承認を待っているところである．

注

[1] EPAC がこのような提案を，PAC および APAC にで

きる根拠は，PAC, EPAC, APAC 間に連携協定（Re-
ciprocity Agreement）があるためである．この連携

協定は，もともとは，PAC と EPAC の間の取り決め

であったが，近年は，APAC もこの連携協定に従って，

PAC と EPAC との協調をはかるようになった．連携

協定の具体的な内容は以下の通りである．

 xPAC の開催時に，PAC Coordination Committee
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図 EPAC06 における論文数の地域別統計．

― 405 ― 63J. Particle Accelerator Society of Japan, Vol. 3, No. 4, 2006

xPAC3 年周期化問題と APAC10 について

( PACCC )を 開 き ， xPAC 間 の 調 整 を 行 う ．

PACCC の構成メンバーは，各 xPAC の前，現，次

組織委員長からなる．

 各 xPAC の組織委員会（OC）に，他の PAC の

現および次組織委員長が委員となる．

 各 xPAC の組織プログラム委員会（SPC）に，他

の PAC の現および次プログラム委員会委員長が委

員となる．

[2] 例証として図に，2006 年 6 月にイギリスの Edin-
burgh にて開催された EPAC06 の論文数の統計を示

す．この統計からわかるように，EPAC への域外から

の寄与はほぼ40であり，北米とアジアからの寄与が

ほぼ等しい．また，紙数の関係で，データを示すこと

はしないが，EPAC06 の論分数の国別の統計と論分数

の研究機関別の統計によれば，日本からの論文数は，

米国，ドイツに次いで，スイスともに第 3 位であり，

機関としては，KEK が CERN についで第 2 位である．

[3] 図からわかるように，PAC のこの主張は，事実に

反している．

[4] Physics Today August 2006 pp. 2627.
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付録 ICFA 議長からの XPAC 3 年周期化問題に関する手紙および EPAC と APAC からの応答
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付録 つづき
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付録 つづき


